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がアメリカシロヒトリの大発生の 1 回目のピークであったことがわかる。侵入後 2 回目の大







































































































































































































































































てゆくので困ります。」、昭和43年 9 月 5 日発行550号「明るく住みよい町づくり「東京をき

























































































３）『落合新聞』昭和37年 6 月10日発行第 2 号 2 面「落合処理場　三十九年春頃一部運転開始　臭
気全くなし」、『同』昭和38年 1 月27日発行第 7 号 1 面の「落合の現状と将来　放射七号補償金を
提示　浄化水で金魚が泳ぐ汚水処理場」、『同』昭和39年 3 月12日発行第18号 2 面「落合下水処理
場」
４）『落合新聞』昭和39年 4 月11日発行第19号 1 面「水洗切替覚書　都は奨励するけれど」




















７）『落合新聞』昭和42年 3 月31日発行第45号 1 面「処理場を野球場に」






際保健医療』24巻 1  号　平成21年　 3 ページ














20）『同上』 2 ～ 10ページ
21）東京都新宿区役所『新宿区史』昭和53年　608～ 609ページ
22）『新宿区広報』は昭和25年10月に創刊され現在に至るが、創刊号から第59号、第64号及び第75






















28）『朝日新聞』 昭和40年 9 月 9 日 1 面「天声人語」では、「関東地方ではアメリカシロヒトリが猛
威をふるっている。庭木にいっぱいついているので、区役所や市役所に頼んでも、これは衛生害虫
ではないから、公園や街路樹の駆除はするが、民有地まではやれないと断られる。」また、『毎日新



























40）『読売新聞』昭和37年12月 7 日夕刊 5 面　都民版「ゴミ容器の押し売りにご注意」
41）『東京都清掃事業百年史』179ページ





もなく町会は善意の上にたって、人の幸せをねがうのが目的」、『同』昭和41年 2 月 8 日発行第34
号 1 面のコラム「七曲り」では、町会の活動について「元来町会とはお返しを望まぬ善意の組織、





45）『落合新聞』昭和37年 5 月 3 日発行創刊号 1 面「発刊に際して」
46）拙稿「『落合新聞』の研究（１）」『目白大学短期大学部紀要（50）』平成26年
─ 103 ─
